
［成果情報名］ クロルピクリンによる土壌くん蒸処理と個別技術を組み合わせたジャガイモそうか

病の防除 

［要約］クロルピクリン使用後に拮抗菌を使用すればクロルピクリン使用後１作、耐病性品

種（春あかり）の植付けおよび耐病性品種植付けと拮抗菌を併せて使用すれば２作クロル

ピクリンの使用を削減できる。 
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［背景・ねらい］ 

島原半島を中心としたジャガイモの主産地においては、そうか病を抑えるためにクロル

ピクリン等による土壌くん蒸が毎作行われている。本剤は毒性が強いため圃場周辺および土

壌の環境に悪影響を及ぼしている。そのために代替の防除法として陽熱消毒、潅水、拮抗菌の

使用等の検討がなされているが、労力、不安定な効果などにより技術は確立していない。

また、本剤使用後の次作で化学農薬を使用して試験がなされ、2作目まで効果を認めた報告

がある（仲川等）が、３作目以降の試験がされていない。そこでクロルピクリンの効果を

３作目以降まで継続させる防除技術の検討を行う（目標：毎作使用→3作に1回使用）。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．拮抗菌単独施用の効果はクロルピクリン処理後１作（２作目）目までであり、次作で

はクロルピクリン処理が必要である。（表１ 図２）。 

 

２．耐病性品種「春あかり」および耐病性品種と拮抗菌施用の組み合わせは処理後２作（３

作目）目でもそうか病の発生を抑えており、次作でのクロルピクリン処理の必要はな

い（表１ 図２）。 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．クロルピクリン処理を前提とした防除体系である。 

２．そうか病防除技術の種類は耐病性品種、拮抗菌（ｸﾞﾘｵｸﾗﾃﾞｨｳﾑ属菌）、耐病性品種＋拮

抗菌、施肥条件＋拮抗菌の４種類である（図1）。 

３．拮抗菌はｸﾞﾘｵｸﾗﾃﾞｨｳﾑ属の菌を使用したが、他の拮抗菌でも同様の効果と思われる。 

４．そうか病耐病性品種は現在「春あかり」のみである。 

５．平成21年度春作も同様の試験を行う予定である。 

 

 



３．［具体的データ］ 

 

                    図 １ 作期の防除技術 

※ 1作目は無処理区を除いた全区をクロルピクリンでくん蒸し、ニシユタカを植付けた。2作

目から各区処理法を変え、3作目は同一区に同一処理を行った。 

※ 施肥条件＋拮抗菌区は被覆硝酸カルシュウム：硫安=１：１の割合で、Ｎ：１５kg/10aを施

用した。 

※ 試験場所 愛野馬鈴薯支場 環境科圃場 

 植付 H19年秋作 9月14日  H20年春作（マルチ） 2月19日  H20年秋作 9月12日 

 

    表１ 体系の発病率と発病度 

    

    

図２ 体系防除におけるそうか病の抑制効果 
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